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１．組織の概要

株式会社　四国工営

代表取締役　西澤　哲志

2.所在地 本社： 高知県高知市布師田1581-5

駐車場： 南国市岡豊町滝本字流田264-1

自社処分場： 南国市岡豊町定林寺字岩倉609

チップ工場： 南国市岡豊町滝本1070

3.環境管理責任者氏名及び担当者連絡先

  環境管理責任者氏名 西澤　祥子

　連絡先 ＴＥＬ：０８８－８４５－８６４５

ＦＡＸ：０８８－８４５－８６４６

E-mail：mail@shikokukouei.com

4.事業活動の内容

【建設業】 （建設業許可)

許可番号： 高知県知事　許可 般・３０　第８６６４号

許可年月日： 許可年月日：

建設業の種類：

【産業廃棄物収集運搬業】

（産業廃棄物収集運搬業許可)

許可番号： 03910115215号

許可年月日： 令和元年12月27日 許可の有効年月日：令和6年11月21日

事業の区分： 収集・運搬（積替え又は保管を含む）

［積替保管施設］

所在地： 南国市岡豊町定林寺字岩倉609

面積： 200ｍ2 保管上限： 105.0ｍ3

（特別管理産業廃棄物収集運搬業許可)

許可番号： 03960115215号

許可年月日： 許可の有効年月日：令和8年4月3日

事業の区分： 収集・運搬（積替え又は保管を含む）

産業廃棄物の種類： 廃油、廃石綿

［積替保管施設］

所在地： 南国市岡豊町定林寺字岩倉609

面積： 15.7ｍ2 保管上限： 4.0ｍ3

【一般貨物自動車運送事業】

事業者番号： 83-518

5.事業規模 設立年月日：

資本金： 5,000千円

完成工事高： 1,107,847千円 (決算時期　4月1日～翌年3月31日）

従業員数： 35人 (2022年3月現在）

【本社】 事務所 164㎡ 事務所 164㎡  ダンプ（10ｔ車）11台

倉庫 25㎡ 倉庫 25㎡  ダンプ（ 4ｔ車） 6台

資材置き場 84㎡  ダンプ（ 2ｔ車） 5台

駐車場 360㎡

【駐車場】 駐車場 666㎡

【自己処分場】焼却炉：焼却能力182kg/ｈ

： 火格子面積1.8㎡

自社処分場 654㎡

【チップ工場】 資材置き場 3200㎡

17,683.23  ｔ

運搬車両の種類・台数

収集運搬量

令和5年9月15日

2021年4月～2022年3月

1.事業所名及び代表者名

事業所面積

平成30年9月16日

昭和59年10月11日

　産業廃棄物の種類：

土木工事業、とび・土工工事業、石工事業、鋼構造物工事業、舗装工事業、
しゅんせつ工事業、水道施設工事業、解体工事業

燃え殻、汚泥、廃プラスチック類、紙くず、木くず、繊維くず、ゴムくず、金属くず、ガ
ラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず、がれき類、ばいじん、石綿含有産業廃棄
物、水銀使用製品産業廃棄物

令和3年4月4日

事業所延べ床面積



２．対象範囲、レポートの対象期間及び発行日

　　1.対象範囲（認証・登録範囲）

株式会社　四国工営　　全社

　　2.レポートの対象期間

2021年4月から2022年3月

　　3.環境経営レポートの発行日

　　4.次回環境経営レポートの発行予定日

2023年7月予定

　　5.作成責任者

環境管理責任者　西澤　祥子

2022年　5月　31日



３．環境経営方針　　

自然溢れる四国　高知の地から、安心・安全・清潔な廃棄物サイクルを

実現すべく、日々努力しております。　

環境汚染の予防に向けて目標を設定し、社員一丸となって

取り組んでいます。

【行動指針】

1. 車両及び重機等の燃料消費削減により、二酸化炭素排出量の削減。

2. 本社・倉庫及び建設現場における廃棄物の

　 3R（減量・再利用・再生利用）の推進。

3. 節水による水使用量の削減。

4. 事務用品及び建設資材のグリーン購入の推進。

5. ロードボランティア・地域の環境保全活動に取り組みます。

6. 環境関連法規及び条例等を遵守します。

7. 全社員にこの環境経営方針を周知徹底すると供に、

　 環境経営レポートを外部に公表します。

8. 環境に配慮した工事を推進します。

9. 環境経営システムを継続的に見直し・改善を行います。

　　制定日　　2020年7月1日

　　株式会社　四国工営

　　代表取締役社長　西澤　哲志



代表取締役

西澤　哲志

環境管理責任者

西澤　祥子

営業部門 総務部門 工事部門 環境事業部門 造林部門

各責任者 各責任者 各責任者 各責任者 各責任者

環境管理システム　役割・責任・権限表

代表者

（代表取締役）

環境管理責任者

環境事務局

営業部門

総務部門

工事部門

環境事業部門

全従業員

全 従 業 員

・環境経営目標・環境経営計画書を承認

４．環境管理組織実施体制

・環境経営の実績実績集計

・環境経営レポートの作成

・環境経営方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚

・環境関連法規等の取りまとめ表の承認

・環境経営目標・環境経営計画書を確認

・環境経営の取り組み結果を代表者へ報告

・環境経営レポートの確認

・環境経営システムに関する経営資源の確保

・決められたことを守り、自主的、積極的に環境経営に参加

・環境関連法規等の取りまとめ表の作成

・自部門の従業員対する教育訓練の実施

・自部門に関する環境経営計画の実施及び達成状況の報告

・自部門における環境経営方針の周知

・自部門における環境経営システムの実施

・自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施

・環境管理責任者を任命

・環境管理責任者の補佐

・環境負荷の自己チェック及び環境への取り組みの自己チェック実施

環境事務局

・環境経営方針の策定・見直し、及び全従業員へ周知

・課題とチャンスの明確化

・EA21全体の評価・見直し

・環境経営システムの構築・実施・管理

役割・責任・権限

・環境経営に関する統括責任



５-1．環境経営目標

基準値 令和3年度の目標

化石燃料使用量

　　軽油 Ｌ 728,626.00 714,053.48

　　ガソリン Ｌ 21,542.00 21,111.16

　　灯油 Ｌ 779.00 763.42

電力使用量 ｋＷｈ 25,837 25,320.26

ガス使用量 ㎏ 12.01 11.77

ＣＯ2 排出量 kgｰCO２ 1,945,450.18 1,906,541.18

水使用量 ｍ３ 4,418.00 4,329.64

産業廃棄物排出量 ㎏ 36,760,713.53 36,025,499.26

一般廃棄物排出量 ㎏ 8.0 7.8

グリーン購入率 ％ 20.00 22.00

環境配慮工事 ％ 40.00 40.80

社会貢献活動 回 0.00 1.00

再資源化率 ％ 92.80 90％の現状維持

基準値 令和3年度の目標

化石燃料使用量

　　軽油 Ｌ ― ―

　　ガソリン Ｌ 7,369.00 7,221.62

電力使用量 ｋＷｈ 25013 24,512.74

ガス使用量 ㎏ 12.006 11.77

ＣＯ2 排出量 kgｰCO２ 30338.96 29,732.18

水使用量 ｍ３ 113.00 110.74

一般廃棄物排出量 ㎏ 8.00 7.84

グリーン購入率 ％ 20.00 22.00

社会貢献活動 回 0.00 1.00

基準値 令和3年度の目標

化石燃料使用量

　　軽油 Ｌ 728,626.00 714,053.48

　　ガソリン Ｌ 14,173.00 13,889.54

　　灯油 Ｌ 779.00 763.42

電力使用量 ｋＷｈ ― ―

ガス使用量 ｍ３ ― ―

ＣＯ2 排出量 kgｰCO２ 1,914,676.15 1,876,382.63

水使用量 ｍ３ 4,305.00 4,218.90

産業廃棄物排出量 ㎏ 36,760,713.53 36,025,499.26

環境配慮工事 ％ 40.00 40.80

再資源化率 ％ 92.80 90％の現状維持

基準値 令和3年度の目標

電力使用量 ｋＷｈ 824 808

ＣＯ2 排出量 kgｰCO２ 435.07 426.37

※電力のCO2排出係数は、四国電力の調整後排出係数0.528kgｰCO2／ｋＷｈを使用。

《全体》 単位

【1年間の目標】

令和1年度
2021年4月から2022年3月
（基準値比　2％　減）

《事務所》 単位
令和1年度

2021年4月から2022年3月
（基準値比　2％　減）

《現場》 単位

《自己処分場》 単位
令和1年度

2021年4月から2022年3月
（基準値比　2％　減）

令和1年度
2021年4月から2022年3月
（基準値比　2％　減）



５-2．環境経営目標

令和1年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

化石燃料使用量

　　軽油 Ｌ 728,626.00 714,053.48 706,767.22 700,063.86

　　ガソリン Ｌ 21,542.00 21,111.16 20,895.74 20,697.55

　　灯油 Ｌ 779.00 763.42 755.63 748.46

電力使用量 ｋＷｈ 25,837.00 25,320.26 25,061.89 24,824.19

ガス使用量 ㎏ 12.01 11.77 11.65 11.54

ＣＯ2 排出量 kgｰCO２ 1,945,450.18 1,906,541.18 1,887,086.68 1,869,188.54

水使用量 ｍ３ 4,418.00 4,329.64 4,285.46 4,244.81

産業廃棄物排出量 ㎏ 36,760,713.53 36,025,499.26 35,657,892.12 35,319,693.56

一般廃棄物排出量 ㎏ 8.00 7.84 7.76 7.69

グリーン購入率 ％ 20.00 22.00 24.00 26.00

環境配慮工事 ％ 40.00 40.80 42.00 43.00

社会貢献活動 回 0.00 1.00 2.00 3.00

再資源化率 ％ 92.80 90％の現状維持 90％の現状維持 90％の現状維持

令和1年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

化石燃料使用量

　　軽油 Ｌ ― ― ― ―

　　ガソリン Ｌ 7,369.00 7,221.62 7,147.93 7,080.14

電力使用量 ｋＷｈ 25,013.00 24,512.74 24,262.61 24,032.49

ガス使用量 ㎏ 12.01 11.77 11.65 11.54

ＣＯ2 排出量 kgｰCO２ 30,338.96 29,732.18 29,428.79 29,149.67

水使用量 ｍ３ 113.00 110.74 109.61 108.57

一般廃棄物排出量 ㎏ 8.00 7.84 7.76 7.69

グリーン購入率 ％ 20.00 22.00 24.00 26.00

社会貢献活動 件 0.00 1.00 2.00 3.00

令和1年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

化石燃料使用量

　　軽油 Ｌ 728,626.00 714,053.48 706,767.22 700,063.86

　　ガソリン Ｌ 14,173.00 13,889.54 13,747.81 13,617.42

　　灯油 Ｌ 779.00 763.42 755.63 748.46

電力使用量 ｋＷｈ ― ― ― ―

ガス使用量 ｍ３ ― ― ― ―

ＣＯ2 排出量 kgｰCO２ 1,914,676.15 1,876,382.63 1,857,235.87 1,839,620.84

水使用量 ｍ３ 4,305.00 4,218.90 4,175.85 4,136.24

産業廃棄物排出量 ㎏ 36,760,713.53 36,025,499 35,657,892 35,319,693.56

環境配慮工事 ％ 40.00 40.80 42.00 43.00

再資源化率 ％ 92.80 90％の現状維持 90％の現状維持 90％の現状維持

2019年4月～2020年3月(12ヶ月） 2021年4月～2022年3月 2022年4月～2023年3月 2023年4月～2024年3月

電力使用量 ｋＷｈ 824 807.68 799.77 792.01

ＣＯ2 排出量 kgｰCO２ 435 426.39 422.21 418.11

※電力のCO2排出係数は、四国電力の調整後排出係数0.528kgｰCO2／ｋＷｈを使用。

【中長期目標】

《全体》 単位

《事務所》 単位 実績
（基準値）

目標
（基準年比2％減）

目標
（基準年比4％減）

《自己処分場》 単位 目標
（基準年比3％減）

目標
（基準年比3％減）

目標
（基準年比2％減）

実績
（基準値）

実績
（基準値）

目標
（基準年比2％減）

実績
（基準値）

目標
（基準年比2％減）

目標
（基準年比3％減）

目標
（基準年比4％減）

目標
（基準年比3％減）

《現場》 単位 目標
（基準年比3％減）

目標
（基準年比4％減）



７．環境経営目標の実績

基準年 目標 実績

化石燃料使用量 　　軽油

　　軽油 Ｌ 728,626.00 714,053.48 657,478.74 ◯
　　ガソリン Ｌ 21,542.00 21,111.16 19,947.69 ◯
　　灯油 Ｌ 779.00 763.42 744.00 ◯
電力使用量 ｋＷｈ 25,837.00 25,320.26 25,657.00 ✕ 　　ガソリン

ガス使用量 ㎏ 12.01 11.77 12.11 ✕
ＣＯ2 排出量 kgｰCO２ 1,945,450.18 1,906,541.18 1,758,009.58 ◯
水使用量 ｍ３ 4,418.00 4,329.64 4,056.25 ◯
産業廃棄物排出量 ㎏ 36,760,713.53 36,025,499.26 14,159,992.00 ◯ 　　灯油

一般廃棄物排出量 ㎏ 8.00 7.84 130.70 ✕
グリーン購入量 ％ 20.00 22.00 25.00 ◯
環境配慮工事 ％ 40.00 40.80 45.00 ◯
社会貢献活動 回 0.00 1.00 1.00 ◯ 電力使用量

再資源化率 ％ 92.80 90％の現状維持 94.90 ◯

基準年 目標 実績

ガス使用量

化石燃料使用量

　　軽油 Ｌ ― ― ―

　　ガソリン Ｌ 7,369 7,221.62 4,742.62 ◯ ＣＯ2 排出量

電力使用量 ｋＷｈ 25,013 24,513 24,802 ✕
ガス使用量 ㎏ 12.01 11.77 12.11 ✕
ＣＯ2 排出量 kgｰCO２ 30,338.96 29,732.18 24,134.66 ◯
水使用量 ｍ３ 113.00 110.74 107.25 ◯ 水使用量

一般廃棄物排出量 ㎏ 8.00 7.84 130.70 ✕
グリーン購入量 ％ 20.00 22.00 25.00 ◯
社会貢献活動 回 0.00 1.00 1.00 ◯

産業廃棄物排出量

基準年 目標 実績

化石燃料使用量 一般廃棄物排出量

　　軽油 Ｌ 728,626.00 714,053.48 657,478.74 ◯
　　ガソリン Ｌ 14,173.00 13,889.54 15,205.07 ✕
　　灯油 Ｌ 779.00 763.42 744 ◯
電力使用量 ｋＷｈ ― ― ― グリーン購入量

ガス使用量 ㎏ ― ― ―

ＣＯ2 排出量 kgｰCO２ 1,914,676.15 1,876,382.63 1,733,423.48 ◯
水使用量 ｍ３ 4,305.00 4,218.90 3,949.00 ◯
産業廃棄物排出量 ｔ 36,760,713.53 36,025,499.26 14,159,992.00 ◯ 環境配慮工事

環境配慮工事 ％ 40.00 40.80 45.00 ◯
再資源化率 ％ 92.80 90％の現状維持 94.90 ◯

基準年 目標 実績 社会貢献活動

電力使用量 ｋＷｈ 824.00 807.52 855.00 ✕
ＣＯ2 排出量 kgｰCO２ 435.07 426.37 451.44 ✕ 再資源化率

※電力のCO2排出係数は、四国電力の調整後排出係数0.528kgｰCO2／ｋＷｈを使用。

【12ヶ月間の実績及び目標達成状況】

《事務所》

《現場》 単位

単位

目標
達成
状況令和1年度 令和3年度 令和3年度

《自己処分場》 単位

目標達成状況
2021年4月から2022年3月

令和3年度

令和1年度 令和3年度《全体》 単位
令和3年度

令和1年度 令和3年度 令和3年度

目標
達成
状況

令和3年度令和1年度

工事件数減少のため重機、
車両の稼働量が低下したと

思われる

工事件数減少のため重機、
車両の稼働量が低下したと
思われる

意識が薄かった

意識が薄かった

工事件数減少のため

散水頻度が少なかった
ためと思われる

目標
達成
状況

現状維持活動ができた

年末年始のゴミ出しによ
る

意識できた

意識できた

活動に取り組むことが
できた

使用する頻度が少なかっ
たため

下請業務が多かったため



確認 作成

《　２０２１年　4月　～　２０２２年　３月　》

事務所 現　場 自己処分場

・効率的な車両運転管理(移動経路等) ✔ ✔

・アイドリングストップの運転 ✔ ✔

・急発進、急加速、急停車の防止 ✔ ✔

・暖機運転時間の短縮 ✔ ✔

・エアコン使用を控えめにする ✔ ✔

事務所 現　場 自己処分場

・昼休みはエアコンのスイッチを切る ✔ ✔

・空調機器のフィルター清掃を実施 ✔ ✔

・昼休みは倉庫や事務所の照明を消灯 ✔ ✔

・電器機器の消し忘れをしない ✔ ✔

・エアコンを適正温度に保つ ✔ ✔

・使用しない個所の消灯 ✔ ✔

事務所 現　場 自己処分場

・ガスコンロ使用時は適切な火加減を保つ ✔

・必要時以外の温水使用を控える ✔

事務所 現　場 自己処分場

・節水啓発シールの貼付け ✔

・流しっぱなしにしない ✔ ✔

・二度流しを避ける ✔ ✔

・使用しない際は元栓を締める ✔ ✔

事務所 現　場 自己処分場

・産業廃棄物排出量の実績を把握する ✔ ✔

・マニフェストによる適正処理 ✔ ✔

・再資源化の推進 ✔ ✔

・分別の徹底 ✔ ✔

事務所 現　場 自己処分場

・ミスコピーの防止、両面コピーの徹底 ✔

・使用済み用紙への裏面利用の実施 ✔

・弁当等は各自が持ち帰る ✔ ✔

事務所 現　場 自己処分場

・再生紙の導入 ✔

・エコマーク、グリーンマーク商品の購入 ✔

事務所 現　場 自己処分場

・環境に配慮した施工工法の検討 ✔ ✔

・効率化を図り工期短縮を実施 ✔

・粉塵防止のため散水の徹底 ✔

・周囲住民への工事の周知や説明の徹底 ✔ ✔

・苦情に対する適切な対応処置 ✔ ✔

事務所 現　場 自己処分場

・ロードボランティア活動の実施 ✔

・事務所周囲での清掃活動 ✔

・受注した工事現場での美化活動 ✔ ✔

９.社会貢献活動の推進

対象（ ✔　記載）
担当
責任者

全社員

総務部：事務員
工事部：各現場責任者

総務部：事務員
営業部：課長

総務部：事務員

総務部：事務員
営業部：課長
工事部：各現場責任者

８.環境配慮工事の推進

６.一般廃棄物の削減

総務部：事務員
営業部：課長

総務部：事務員

総務部：事務員
営業部：課長
工事部：各現場責任者

５.産業廃棄物の削減

７.グリーン購入の推進

総務部：事務員
工事部：各現場責任者

６．環境経営計画

４.水使用量の削減

２.電力の削減

具体的な取り組み

１.燃料の削減

３.ガス使用量の削減

西澤 溝渕



確認 作成

取組み結果

事務所 現　場
自己

処分場

・効率的な車両運転管理(移動経路等) ○ ○

・アイドリングストップの運転 ○ △

・急発進、急加速、急停車の防止 ○ ○

・暖機運転時間の短縮 ○ △

・エアコン使用は控えめにする △ △

事務所 現　場
自己

処分場

・昼休みはエアコンのスイッチを切る △ △

・空調機器のフィルター清掃 △ △

・昼休みは倉庫や事務所の照明を消灯 △ △

・電器機器の消し忘れをしない ○ ○

・エアコンを適正温度に保つ △ △

・使用しない個所の消灯 ○ ○

事務所 現　場
自己

処分場

・ガスコンロ使用時は適切な火加減を保つ △

・必要時以外の温水使用を控える △

事務所 現　場
自己

処分場

・節水啓発シールの貼付け ☓

・流しっぱなしにしない ○ ○

・二度流しを避ける ○ ○

・使用しない際は元栓を締める ○ ○

事務所 現　場
自己

処分場

・産業廃棄物排出量の実績を把握する ○ ○

・マニフェストによる適正処理 ○ ○

・再資源化の推進 ○ ○

・分別の徹底 ○ ○

事務所 現　場
自己

処分場

・ミスコピーの防止、両面コピーの徹底 ○

・使用済み用紙への裏面利用の実施 ○

・弁当等は各自が持ち帰る ○ ○

事務所 現　場
自己

処分場

・再生紙の導入 ○

・エコマーク、グリーンマーク商品の購入 ○

事務所 現　場
自己

処分場

・環境に配慮した施工計画の提案 ○ ○

・効率化を図り工期短縮を実施 △

・粉塵防止のため散水の徹底 ○

・周囲住民への工事の周知や説明の徹底 ○ ○

・苦情に対する適切な対応処置 ○ ○

事務所 現　場
自己

処分場

・ロードボランティア活動の実施 ○

・事務所周囲での清掃活動 ○

・受注した工事現場での美化活動 ☓ ○

判定基準： ○できた　 △あまりできなかった　 ☓できなかった　

総務部：事務員

総務部：事務員
営業部：課長
工事部：各現場責任
者

総務部：事務員
工事部：各現場責任
者

対象の達成状況

《　２０２１年　4月　～　２０２２年　３月　》

取組み結果への評価
次年度の取組内容

西澤

目標達成は主に工事
件数減少によるものだ
が、取組は継続的に実
施し、各自の意識向上
に努める。

節電啓発シールを実
施する等、意識の向
上に取り組みたい。

担当
責任者

全社員

総務部：事務員
営業部：課長

総務部：事務員

総務部：事務員
工事部：各現場責任
者

少し意識が薄かった

３.ガス使用量の削減

事務所内では徹底出
来ている。

５.産業廃棄物の削減

継続して実施する

４.水使用量の削減

少し意識が薄かった

６.一般廃棄物の削減

継続して実施する。
節水啓発シールを実施
し、さらに意識の向上に
取り組む。

目標達成は主に工事件数減
少によるものだが、削減に向
けての活動も十分に出来てい
る。今後も継続して実施する

意識の向上に取り組み
たい。

さらに積極的に購入するよ
う努める

目標の達成は出来たた
め、さらに作業効率化につ
いて検討して取り組む

周辺環境への配慮は
徹底できたが、工期

短縮への取組が十分
ではなかった。

９.社会貢献活動の推進

１.燃料の削減

８.環境経営の取組み計画と評価及び
　 次年度の取り組み内容

７.グリーン購入の推進

グリーンマーク商品購入が
できた。

積極的に活動出来たた
め、さらに意識の向上に努
める

積極的な取組が出来
た。

意識の向上ができ
た。

８.環境配慮工事の推進

徹底できた。

意識の向上ができ
た。

溝渕

具体的な取り組み

２.電力の削減

総務部：事務員
営業部：課長

総務部：事務員
営業部：課長
工事部：各現場責任
者



確認 作成

《　２０２２年　４月　～　２０２３年　３月　》

事務所 現　場 自己処分場

・効率的な車両運転管理(移動経路等) ✔ ✔

・アイドリングストップの運転 ✔ ✔

・急発進、急加速、急停車の防止 ✔ ✔

・暖機運転時間の短縮 ✔ ✔

・エアコン使用を控えめにする ✔ ✔

事務所 現　場 自己処分場

・昼休みはエアコンのスイッチを切る ✔ ✔

・空調機器のフィルター清掃を実施 ✔ ✔

・昼休みは倉庫や事務所の照明を消灯 ✔ ✔

・電器機器の消し忘れをしない ✔ ✔

・エアコンを適正温度に保つ ✔ ✔

・使用しない個所の消灯 ✔ ✔

事務所 現　場 自己処分場

・ガスコンロ使用時は適切な火加減を保つ ✔

・必要時以外の温水使用を控える ✔

事務所 現　場 自己処分場

・節水啓発シールの貼付け ✔

・流しっぱなしにしない ✔ ✔

・二度流しを避ける ✔ ✔

・使用しない際は元栓を締める ✔ ✔

事務所 現　場 自己処分場

・産業廃棄物排出量の実績を把握する ✔ ✔

・マニフェストによる適正処理 ✔ ✔

・再資源化の推進 ✔ ✔

・分別の徹底 ✔ ✔

事務所 現　場 自己処分場

・ミスコピーの防止、両面コピーの徹底 ✔

・使用済み用紙への裏面利用の実施 ✔

・弁当等は各自が持ち帰る ✔ ✔

事務所 現　場 自己処分場

・再生紙の導入 ✔

・エコマーク、グリーンマーク商品の購入 ✔

事務所 現　場 自己処分場

・環境に配慮した施工工法の検討 ✔ ✔

・効率化を図り工期短縮を実施 ✔

・粉塵防止のため散水の徹底 ✔

・周囲住民への工事の周知や説明の徹底 ✔ ✔

・苦情に対する適切な対応処置 ✔ ✔

事務所 現　場 自己処分場

・ロードボランティア活動の実施 ✔

・事務所周囲での清掃活動 ✔

・受注した工事現場での美化活動 ✔ ✔

総務部：事務員
工事部：各現場責任者

総務部：事務員

８.環境配慮工事の推進

総務部：事務員
営業部：課長
工事部：各現場責任者

９.社会貢献活動の推進

総務部：事務員
営業部：課長
工事部：各現場責任者

６.一般廃棄物の削減

総務部：事務員
営業部：課長

７.グリーン購入の推進

総務部：事務員

４.水使用量の削減

総務部：事務員
工事部：各現場責任者

５.産業廃棄物の削減

９．次年度の環境経営計画
西澤

具体的な取り組み 対象（ ✔　記載）

１.燃料の削減

溝渕

担当
責任者

全社員

２.電力の削減

総務部：事務員
営業部：課長

３.ガス使用量の削減



適用される法規制 適用される事項（施設、物質、事業活動等） 状況

・知事の許可を受けた収集運搬業者又は処理業者の
夫々と契約
・委託契約は書面で
・委託処理内容など必要事項記載
・収集運搬業又は処理業の許可証添付

遵守した

・全ての産業廃棄物に産業廃棄物管理票（マニフェス
ト）を交付

遵守した

・産業廃棄物管理票（マニフェスト）A票と共にＢ２票、
Ｄ票、Ｅ票を５年保存

遵守した

・前年度の交付状況を報告 遵守した

・市町村が行う一般廃棄物の収集・運搬、処理に協
力

遵守できな
かった

・建築物の解体時等における残置物の適切な処分
遵守できな

かった

建設リサイクル法
（建設工事に係る資材の再資源化等に

関する法律）

元請業者は発注者に届出事項を記載した書面を交付
し、説明しなければならない

遵守した

騒音規制法
・指定地域内で特定建設作業を行う者は、その７日
前までに市町村長へ届出

遵守した

振動規制法
・指定地域内で特定建設作業を行う者は、その７日
前までに市町村長へ届出

遵守した

低騒音型・低振動型建設機械の指定に
関する規程

・対策型ステッカー貼付の建設機械使用 遵守した

大気汚染防止法 ・ばい煙排出基準の遵守 遵守した

ダイオキシン類対策特別措置法
・汚染状況の調査測定
毎年１回以上測定し、知事に報告

遵守した

浄化槽法 ・１回／年　水質検査の実施 遵守した

フロン排出抑制法

・機器の廃棄等で回収したフロン類については、フロ
ン類破壊業者、再生業者又はフロン排出抑制法施行規
則第49条認定業者に引き渡す。
・フロン類が充填されている業務用冷凍空調機器は、
全て３ヵ月に１回以上の簡易点検を行う。
・大型の機器は１年に１回以上、あるいは３年に１回
以上の定期点検を必ず行い、年度ごとに算定漏えい量
を計算する。

遵守した

違反、訴訟等の有無　※活動期間中（2021/4/1～2022/3/30)これらに対する違反及び訴訟、関係機関からの指摘

廃棄物処理法

10.環境関連法規等への順守状況の確認、評価結果

＊法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通り

建築物の解体時等における残置物の取り扱いに関して、廃棄物処理法第7条第1項及び第12条の4第2項違反



実施日：2022年　5月　31日

11．代表者による全体評価と見直しの結果

株式会社　四国工営

代表取締役　西澤　哲志

気温変化が著しく事務所のエアコンに対する温度管理が少し低かったよう

に感じる。積極的な活動として節電啓発シールを実施する等、意識の向上

に取り組みたい。

少しづつではあるが、グリーン商品該当を選ぶことができている。これか

らも必要な商品の購入時には、省エネ・エコ商品の購入を推進したい。

建設工事に係る資材の再資源化率については90％代を維持できている。今

後も高いリサイクル率を維持するために分別を徹底し、90%以上を維持す

るように努めたい。

残置物の処理責任・取扱に関する認識については、廃棄物処理法違反に伴

い、直ちに是正処置を実施し、再発防止に努めている。

昨年よりＥＡ21に取り組むことにより、少しづつではあるが環境配慮に対

する社員全員への認識を高めることができている。まだまだ全従業員の環

境に対する意識は低いと思われるが、目標を達成できているものも多かっ

たため、更に努力していきたい。

二酸化炭素排出量の削減については電力使用量、化石燃料使用量は基準年

目標値より工事量が減少したため、CO2排出量の目標は達成できた。二酸

化炭素排出量の多くも重機用燃料のため、仕事量によって大きく変動して

いる。燃料削減についての具体的な取組としては十分実施出来ているた

め、さらに意識しながら今後も続けていく。

目標達成件数としてはが多いが、昨年度に続き仕事量によって変動してい

るため、各取組として十分に達成させていきたい。全従業員が理解するま

で時間を要すると思われるため、充実した取組みを行うためにも、今度さ

らに活動計画の取組みを周知し、1年後の目標達成を目指したい。



12．環境経営取組状況

【2019年4月～2021年3月】

2022年12月28日　県道249号　 高知県高知市布師田

2022年12月28日　県道384号　 高知県南国市岡豊町蒲原

ロードボランティア



2021年4月～2022年3月

2021年12月26日　県道384号　 高知県南国市岡豊町蒲原

2021年12月26日　県道249号　 高知県高知市布師田

ロードボランティア



2019年4月～2021年3月

2019年12月27日　県道249号　 高知県高知市布師田

ロードボランティア

照明をLEDに交換


